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1. NEXCO西日本の事業概要

1-1 NEXCO西日本グループのあゆみ

2出典：西日本高速道路（株） グループレポート2021



1. NEXCO西日本の事業概要

1-2 NEXCO西日本グループ 事業エリア

3出典：西日本高速道路（株） ホームページ



1. NEXCO西日本の事業概要

1-3 NEXCO西日本グループ事業内容

4出典：西日本高速道路（株） グループレポート2021



1. NEXCO西日本の事業概要

1-4 NEXCO西日本グループSDGｓに関する取り組み

5出典：西日本高速道路（株） グループレポート2021

当社グループの重要課題を中心とする関連した取り組みを通じて、SDGｓ
に達成に貢献することを目指しています。
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2.ウルトラファインバブル技術導入の経緯

2-1 ウルトラファインバブルの特性

出典：西日本高速道路エンジニアリング関西（株）パンフレット
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2.ウルトラファインバブル技術導入の経緯

2-2 ウルトラファインバブルの主な作用と効果

出典：西日本高速道路エンジニアリング関西（株）パンフレット
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2.ウルトラファインバブル技術導入の経緯

2-3 ウルトラファインバブルの主な製造方法

分類 方式 製造原理

マイクロバブルを
原料とする方法

高速旋回液流式
気泡を高速旋回液流で粉砕し、液中にマイクロバブルと
ウルトラファインバブルを発生させ、マイクロバブル浮上
分離後、ウルトラファインバブルのみ液中に残留させる。

加圧溶解式

気体を加圧して液中に過飽和で溶解させる。急減圧に
より、液中にマイクロバブルとウルトラファインバブルを発
生させ、マイクロバブル浮上分離後、ウルトラファインバ
ブルのみ液中に残留させる。

ウルトラファインバブルを
直接生成する方法

界面活性剤添加微
細孔式

界面活性剤を液体中に十分に添加し、気液界面張力
を低下させて、非常に小さなガス分散孔からウルトラ
ファインバブルを分散させる。

超音波キャビテー
ション

液中の溶存ガスからキャビテーションによってウルトラ
ファインバブルを生成させる。

出典：（一社）ファインバブル産業会HP https://fbia.or.jp/fine-bubble/how-to-make/
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2.ウルトラファインバブル技術導入の経緯

2-4 NEXCO西日本グループで活用している生成装置

出典：西日本高速道路エンジニアリング関西（株）パンフレット

高速旋回液流式
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2.ウルトラファインバブル技術導入の経緯

2-5 ウルトラファインバブルを活用した技術開発に着手した経緯

■ウルトラファインバブル技術開発に着手時（2010頃）の中期経営計画

≪重点施策≫
• 災害対応力の強化
• 安全で安心、快適な道路空間の提供
• お客さまの満足度の更なる向上

サービスエリア・パーキングエリアでのトイレ清掃作業において、お客さまへのご迷惑を最小限に留めた
効果的な清掃方法の開発

（従来のトイレ床面清掃方法の課題） 洗剤と水を使用しながら洗浄機械を使用 ： 湿式清掃
• 清掃に時間を要し、 床面の乾燥に時間を要している。
• 作業時間が長いため、部分的にお客さまの使用を制限する時間が長くなる。

高い洗浄効果が見込まれるウルトラファインバブル水に着目
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2.ウルトラファインバブル技術導入の経緯

2-6 導入の課題とコンソーシアムの立ち上げ、その後の技術開発手法

■NEXCO西日本グループの事業への導入に向けた課題

• 泡の直径が1㎛以下 ⇒ 水中に泡が存在するのか不明

• 新技術への挑戦 ⇒ 洗浄効果のメカニズムが不明

■2010年4月～2015年8月

学識経験者に協力を要請し、ナノ水技術コンソーシアムの立ち上げ

• 気泡生成に関する物性解明

• ウルトラファインバブル技術の活用手法の検討。※新規事業開発も含めて検討

■2015年8月以降

大学との共同研究や社内の会議体を活用しながら、高速道路事業の効率

化・環境に関する取り組みSDGｓの推進に資する技術開発を中心に実施
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3. 導入済み技術の紹介

3-1 取り組みの概要

■ウルトラファインバブル技術の活用状況

1. 休憩施設トイレの床面清掃

清掃作業の効率化、節水、洗剤使用量の低減の観点から

当社管内の300か所以上の休憩施設で導入済

2. 橋りょう桁の洗浄

構造物の効率的な維持・修繕、更新など構造物の延命化のために、

表面の塩分除去を目的とし、ウルトラファインバブル水を活用
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3. 導入済み技術の紹介

3-2休憩施設トイレの床面清掃への導入

従来の清掃方法

①水を散布し、ブラシなどを用いて清掃

②洗剤を自動散布する機械により洗浄及び
水の吸引を行う

③完全に床面を乾燥させるため、自然乾燥
を待つか、扇風機などで強制乾燥させる

清掃時間 約25分
使用水量 約500㍑/回

洗剤使用量 約9㍑/年

水洗い

機械による洗浄・水の吸引
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3. 導入済み技術の紹介

3-2休憩施設トイレの床面清掃への導入

UFB水を噴霧機により噴霧

①乾式清掃（噴霧程度）により清掃

②噴霧機でUFB水を噴霧後、糸モップを使
用しUFB水の拭取り清掃を実施

清掃時間 約15分
使用水量 約5㍑/回
洗剤使用量 約0㍑

UFB水を使用した清掃方法

糸モップを使用し拭取り清掃
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3. 導入済み技術の紹介

3-2休憩施設トイレの床面清掃への導入

■床清掃での効果

① 従前清掃方法より水量を約1/100程度に節減できる

② ドライ式清掃により床面乾燥の時間を約40％短縮することで、

作業時間が全体で約30％短縮できる

③ 洗剤の節約ができ、結果環境への負荷を軽減できる

④ 清掃後でもお客様の足元が滑らず安全



3. 導入済み技術の紹介

3-3 橋りょう桁の洗浄
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導入の目的

構造物の効率的な維持・修繕、更新など構造物の延命化が重要課題。

特に橋りょうの老朽化においては、海岸近くを通過する路線における飛来塩分や冬季におけ

る路面の確保のための凍結防止剤（塩化ナトリウム）の散布により、橋の継目などから橋桁に

塩分が付着することによる劣化の促進が生じると言われている。

⇒予防保全の観点で橋桁洗浄による塩分除去作業を実施中。
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残留塩分量の測定

構造物の洗浄にウルトラファインバブル水を活用することで、少ない水量で塩分除去が可能と
なることが示唆された。

残
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塩
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濃
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3. 導入済み技術の紹介

3-3 橋りょう桁の洗浄
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3. 導入済み技術の紹介

3-3 橋りょう桁の洗浄
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■標準化への取り組み

• 一般社団法人ファインバブル産業会の活動に正会員として参

画。

• 国際標準化事業としてISO規格の実用的実施に必要となるTS

（技術仕様書）への登録のためにデータ提出等を実施。

■発行規格

ISO/TS21256-1「ファインバブル技術－クリーニング用途

－第1部：塩（NaCl）で汚れた表面の洗浄方法」

標準化活動を通して、技術の信頼性向上を図っている。
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4. 今後の展望

4-1 取り組みの概要

1. 雪氷車両洗浄への導入の取り組み

高速道路の雪氷対策車両の洗浄への適用可能性を検討中。

2. 休憩施設の汚泥減容化への取り組み

浄化槽の汚泥処理量削減に向けて検討中。



20

4. 今後の展望

4-2 雪氷車両洗浄への導入の取り組み

 技術開発の目的

NEXCO西日本管内では、冬季の高速道路の走行性の確保のために凍結防止剤（NaCl）を

散布している。

散布作業後には車両のメンテナンスとして車両洗浄を行っており、その作業時間の短縮や

使用水量の削減、雪氷車両の延命化を目的とし、ウルトラファインバブルの適用可能性を

検討中。

車両洗浄装置
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4. 今後の展望

4-3 休憩施設の汚泥減容化への取り組み （広島大学との共同研究)

1. 技術開発の目的

NEXCO西日本管内における308箇所の休憩施設のうち約4割が浄化槽で処理を行っている。

この課題解決に向けて、オゾンガス（O3）を利用したウルトラファインバブル（以下、O3UFB）技術を浄

化槽に応用する研究開発を平成25年度より広島大学と共同研究中。

2. 汚泥減容化のしくみ

1）汚泥フロックをせん断、微細化

UFB生成装置内に余剰汚泥を吸引し、気体とともに汚泥フロックにせん断応力を働かせ、微細化

2）微細化した汚泥フロック内部にO3UFBが侵入

超微細気泡化したO3UFBは、汚泥フロック内部に侵入しやすくなり、フロック内部での反応が促進

実験結果 ： 平成28年8月において、減容化率70％を達成



御清聴ありがとうございました
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